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東
急
東
横
線
日
吉
駅
東
口
の
駅
前

花
壇
「
花
ポ
ケ
ッ
ト
」
は
美
し
い
町
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
ベ
ン
チ
と
共
に

平
成
二
十
一
年
十
一
月
に
設
置
さ
れ

た
。
以
来
七
年
、
周
辺
の
企
業
や
自
治

会
町
内
会
の
協
力
を
得
て
、大
勢
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
努
力
で
、美
し
い
花
々

が
絶
え
る
こ
と
な
く
咲
い
て
道
行
く

人
々
を
和
ま
せ
る
。し
か
し
ベ
ン
チ
の

設
置
以
来
、
大
き
な
問
題
が
発
生
す

る
。そ
れ
は
ベ
ン
チ
利
用
者
の
最
悪
の

マ
ナ
ー
、
喫
煙
や
飲
食
、
夜
間
に
は
宴

会
も
し
ば
し
ば
。
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
や

飲
食
の
空
き
缶
や
ご
み
は
持
ち
帰
ら 

ず
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
立
ち
去
る
。
ま

る
で
ご
み
置
き
場
だ
。
ご
み
の
ポ
イ
捨

て
や
歩
行
喫
煙
は
横
浜
市
条
例
で
禁

止
さ
れ
て
い
る
の
に
、
こ
の
あ
り
さ
ま

だ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
毎
朝
夕

に
清
掃
を
し
て
い
る
が
、
翌
朝
は
ま
た

ご
み
の
山
で
あ
る
。
喫
煙
や
ご
み
の
ポ

イ
捨
て
禁
止
を
お
願
い
す
る
立
て
看

板
や
、
横
断
幕
も
効
果
な
し
の
状
況

だ
。
そ
こ
で
こ
の
度
、
ベ
ン
チ
を
撤
去

し
て
花
壇
を
拡
張
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
ま
た
、
花
壇
の
縁
石
を
出
来
る
だ

け
低
く
し
て
、
腰
か
け
ら
れ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
も
提
案
さ
れ
た
。
日
吉
駅

前
の
今
後
の
美
化
に
期
待
し
た
い
。 

も
行
っ
て
い
る
が
撤
去
作
業
中
に
も

自
転
車
を
放
置
し
て
行
く
人
を
見
か

け
る
。
ま
る
で
払
っ
て
も
払
っ
て
も
ま

と
わ
り
つ
く
ハ
エ
の
様
だ
。
放
置
自
転

車
の
中
に
は
、
廃
棄
さ
れ
た
物
も
あ
る

よ
う
で
、
自
転
車
の
前
籠
に
は
空
き
缶

や
紙
く
ず
な
ど
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
日

吉
駅
周
辺
の
自
転
車
放
置
は
禁
止
さ

れ
て
い
る
は
ず
、
に
も
拘
ら
ず
こ
の
状

況
で
は
災
害
時
に
も
大
き
な
障
害
と

な
る
。
早
急
に
対
策
が
必
要
だ
。 

日吉町自治会ホームページ 

http://www.hiyoshicyou.net/ 

日吉町自治会 ⇒ 検索 

 

日
吉
駅
前
花
壇
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

放
置
自
転
車
も 

美
化
の
障
害
に 

 
 

駅
前
花
壇
の
ご
み
問
題
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
放
置
自
転
車
も
後
を
絶
た

な
い
、
区
役
所
の
担
当
者
や
自
治
会
町

内
会
役
員
が
放
置
禁
止
の
短
冊
を
自

転
車
に
付
け
た
り
、
行
政
は
五
百
二
十

万
円
余
り
の
予
算
を
使
い
、
強
制
撤
去 

 

※

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

区
民
の
高
齢
化
が
進
み
、
民
生
委

員
の
増
員
が
急
務
で
す
。
ご
協
力

頂
け
る
方
は
地
区
長
ま
で
連
絡

を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

取り付けられたポイ捨て禁止の横断幕 

 

放置禁止区域の標識前にも自転車を放置 



                                          ひ よ し                     
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日
吉
町
自
治
会
は
日
吉
台
小
学
校

と
矢
上
小
学
校
の
二
つ
の
小
学
校
学

区
が
あ
る
。
綱
島
街
道
よ
り
西
側
が

日
吉
台
小
学
校
、
東
側
が
矢
上
小
学

校
だ
、
毎
年
そ
れ
ぞ
れ
に
防
災
拠
点

訓
練
を
行
う
。
十
月
二
十
三
日
に
は

日
吉
台
小
学
校
で
防
災
拠
点
訓
練
が

行
わ
れ
た
。
こ
の
訓
練
に
参
加
す
る

自
治
会
町
内
会
は
小
学
校
の
あ
る
、

日
吉
本
町
東
町
内
会
を
は
じ
め
、
日

吉
町
自
治
会
、
日
吉
台
町
内
会
、
常
磐 

会
自
治
会
、
箕
輪
町
町
内
会
、
日
吉
町

宮
前
自
治
会
が
合
同
で
行
う
が
毎
年

日
吉
本
町
東
町
内
会
が
主
導
で
行
い

他
の
自
治
会
町
内
会
は
そ
れ
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
形
で
実
行
す
る
。
日
吉
町
自

治
会
は
情
報
班
、
受
付
で
避
難
者
カ
ー

ド
の
収
集
確
認
と
人
数
を
確
認
し
て

本
部
に
伝
達
す
る
。
今
年
も
起
震
車
体

験
や
消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
、

給
水
や
簡
易
ト
イ
レ
、
救
助
機
材
の
見

学
が
行
わ
れ
、
区
役
所
と
の
非
常
通
信

訓
練
も
行
わ
れ
た
。 

 

矢
上
小
学
校
で
の
防
災
拠
点
訓
練

は
毎
年
十
一
月
三
日
に
開
催
、
日
吉
町

自
治
会
と
日
吉
町
宮
前
自
治
会
が
合

同
で
行
い
、
主
催
は
年
交
代
で
行
わ

れ
、
今
年
は
日
吉
町
自
治
会
が
主
導
し

た
。
訓
練
内
容
は
、
日
吉
台
小
学
校
と

ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
開
会
式
の
後
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
毎
年
、
矢
上
小
学

校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
が
、
演
奏
を
行

う
。
訓
練
の
終
盤
は
消
防
団
が
放
水
訓

練
を
行
い
、
家
庭
防
災
員
の
炊
き
出
し

訓
練
、
食
料
配
布
訓
練
で
終
了
し
た
。 

 

梅
雨
の
晴
れ
間
の
六
月
十
九
日
、
日

吉
公
園
で
行
わ
れ
た
炊
き
出
し
訓
練

は
、
前
日
ま
で
に
自
治
会
役
員
が
会
場

の
草
刈
り
を
し
、
家
庭
防
災
員
が
役
所

に
公
園
の
使
用
や
火
気
の
使
用
の
申

請
を
し
、
許
可
を
得
る
。
訓
練
は
大
災

害
に
備
え
、
電
気
や
ガ
ス
な
ど
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
途
絶
え
た
こ
と
を
想
定
し

て
、
か
ま
ど
で
薪
を
焚
い
て
行
わ
れ

る
。
自
治
会
役
員
や
関
係
団
体
、
（
老

人
会
・
婦
人
会
・
子
供
会
）
が
一
堂
に

会
し
て
、
ご
飯
を
焚
き
、
豚
汁
を
作
る
。

炊
き
上
が
っ
た
ご
飯
に
は
ワ
カ
メ
や 

鮭
の
フ
レ
ー
ク
な
ど
を
混
ぜ
て
、
子
供

た
ち
が
お
に
ぎ
り
を
つ
く
る
。
豚
汁
の

具
（
人
参
・
大
根
）
も
子
供
た
ち
が
カ

ッ
ト
し
て
下
ご
し
ら
え
を
し
、
婦
人
会

が
味
を
調
え
炊
き
上
げ
る
。
全
て
が
出

来
上
が
る
と
、
全
員
が
車
座
に
な
っ
て

試
食
会
、
今
年
の
味
の
意
見
交
換
な
ど

で
盛
り
上
が
る
。
全
員
で
後
片
付
け
を

し
て
無
事
に
訓
練
を
終
え
た
。 

小
学
校
防
災
拠
点
訓
練
を
実
施 

 
於
、
日
吉
台
小
学
校
・
矢
上
小
学
校 

毎
年
行
わ
れ
る 

薪
で
の
炊
き
出
し
訓
練 

 

楽しい試食会。今年の味はいかが？ 

 

矢上小学校防災拠点訓練開会式 

 

日吉台小学校防災拠点訓練開会式 

※
女
性
消
防
団
員
募
集 

大
災
害
時
に
は
女
性
特
有
の
細

や
か
な
心
遣
い
が
不
可
欠
で
す
。 

入
団
希
望
者
は
港
北
消
防
署
迄
。 

電
話 

〇
四
五
・
五
四
六
・
〇
一
一
九 



                                          ひ よ し                   」 
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まむし谷 保水地 

 
 

横
浜
日
吉
歴
史
散
歩
（
十
六
） 

 
―
鶴
見
川
遊
水
地
（
新
横
浜
公
園
）
― 

そ
の
四
階
建
ビ
ル
（
遊
水
地
管
理
セ
ン
タ 

ー
）
の
屋
上
か
ら
眺
め
た
幾
つ
か
の
運
動
場 

（
野
球
場
・
テ
ニ
ス
・
一
般
運
動
場
・
ス
ケ 

ー
ト
・
多
目
的
球
戯
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
用
コ
ー 

ス
等
々
）
。
は
土
暇
日
と
あ
っ
て
大
変
な
人 

出
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
河
川
敷
に
造
ら
れ 

た
運
励
場
の
よ
う
に
思
え
た
が
案
内
を
し 

て
く
れ
た
管
理
セ
ン
タ
ー
の
担
当
官
は
、 

 
「
こ
こ
は
、
市
内
最
大
の
運
動
公
園
で
す
が 

単
な
る
公
園
・
運
動
・
遊
戯
・
医
療
施
設
で 

は
あ
り
ま
せ
ん
。
鶴
見
川
多
目
的
遊
水
地
と 

言
っ
て
、
普
段
は
公
園
遊
戯
施
設
と
し
て
利 

用
し
、
豪
雨
に
よ
る
洪
水
の
恐
れ
が
生
じ
た 

時
、
周
辺
地
域
お
よ
び
下
流
の
水
害
を
防
ぐ 

べ
く
貯
水
池
と
し
て
の
磯
能
を
発
揮
し
ま 

す
。
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
も
そ
の
機
能
の
一
端 

を
担
っ
て
い
ま
す
」
。
資
料
に
よ
る
と
、 

全
体
の
貯
水
量
：
３
９
０
万
立
方
米 

（
東
京
ド
ー
ム
３
杯
分
） 

面
積
：
８
４
ｈ
ａ
（
２
５
万
坪
） 

昭
和
５
６
年
：
遊
水
地
事
業
の
承
認 

平
成
１
５
年
：
遊
水
地
の
運
用
開
始 

国
土
交
通
省
と
横
浜
市
の
共
同
事
業 

 

今
回
区
主
催
「
鶴
見
川
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ 

探
検
隊
」
の
鶴
見
川
遊
水
地
探
訪
に
思
い
切

っ
て
当
日
飛
び
入
り
参
加
。
３
０
余
名
で
集

合
場
所
の
小
机
駅
か
ら
現
地
へ
。
引
率
講
師 

先
生
は
駅
を
出
発
し
て
す
ぐ
に
最
初
の 

電
柱
を
指
し
、「
１
０
０
０
年
に
一
度
の
大 

雨
が
降
っ
た
ら
１
０
ｍ
は
あ
る
こ
の
電
柱 

の
て
つ
ぺ
ん
ま
で
水
が
来
る
で
し
ょ
う
」
。 

に
皆
び
っ
く
り
。
一
時
間
に
何
十
ミ
リ
と 

い
う
単
位
で
は
な
く
、
１
０
０
０
年
に
一
回 

位
し
か
な
い
大
豪
雨
と
い
う
降
り
方
の
問 

題
．
温
暖
化
で
全
く
無
し
と
は
言
え
な
い
の 

で
す
。 

冒
頭
の
遊
水
地
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の 

見
学
の
あ
と
会
議
室
で
岸
先
生
の
講
演
。 

以
下
そ
の
一
部
を
箇
条
書
き
で
紹
介
。 

○
鶴
見
川
の
長
さ
：
４
２
．
５
ｋ
ｍ
、
源 

流
は
町
田
市
。 

○
遊
水
地
＝
川
か
ら
水
を
取
る
。 

調
整
池
＝
降
っ
た
雨
を
溜
め
る
（
流
域 

で
４
８
０
０
ヶ
所
あ
る
） 

○
洪
水
対
策
＝
鶴
見
川
流
域
は
先
進
的
。 

過
去
の
度
重
な
る
洪
水
被
害
が
地
域
住
民
、 

自
治
体
、
そ
し
て
国
が
先
進
的
対
策
の
着
手 

を
促
し
た
。 

○
鶴
見
川
の
流
域
は
都
市
化
が
進
み
、
平 

成
十
一
年
に
は
８
５
％
が
市
街
化
。
町
田
市 

も
都
市
化
が
箸
し
く
、
保
水
機
能
を
持
つ
森 

林
の
激
減
。
都
市
型
河
川
の
抜
か
り
の
な
い 

盤
備
が
急
務
。 

○
港
北
区
、
鶴
見
区
、
川
崎
幸
区
は
標
高 

が
低
い
。
洪
水
の
リ
ス
ク
大
。
遊
水
地
は
そ 

の
災
害
防
止
の
役
割
を
担
う
。 

 

○
温
暖
化
の
影
響
で
世
界
中
の
平
均
降 

雨
量
は
減
少
。
渇
水
問
題
が
起
き
る
。
し
か 

し
、
逆
に
記
録
的
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
る
よ
う 

に
な
る
。 

 

今
回
港
北
区
が
企
画
し
た
「
鶴
見
川
ハ
ザ 

ー
ド
マ
ッ
プ
探
検
隊
」
に
参
加
で
き
た
の
は 

幸
運
で
あ
っ
た
し
、
た
い
へ
ん
有
益
で
あ
っ 

た
。
市
民
運
動
公
園
を
兼
ね
た
『
遊
水
地
」 

建
設
の
壮
大
な
構
想
に
大
い
に
感
銘
を
受 

け
た
。
こ
の
よ
う
な
イ
ン
フ
ラ
投
資
な
ら
ば 

 

何
の
異
存
も
な
い
。 

 
 

 
 

 

（
完
） 

（
第
五
地
区
伊
藤
鈴
太
郎
） 

は 

岸 

由
二 

慶
應
大
学
名
誉
教
授
。 

 

遊水地の運動場 

 

遊水地のジョギングコース 

 

国土交通省関東地方整備局京

浜 河 川 事務 所 リー フ レッ ト 

「鶴見川多目的遊水地」より 

 

慶應日吉キャンパスの調整池 



 

折り紙を楽しむ子供たち 

                                          ひ よ し                     
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雨
が
心
配
さ
れ
た
十
月
二
十
二
日
、

矢
上
小
学
校
校
庭
で
日
吉
町
自
治
会

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。
自
治
会
役
員
を
は
じ
め
、
婦
人
会

や
老
人
会
、
一
般
参
加
を
ま
じ
え
て
、

一
打
ご
と
に
一
喜
一
憂
。
十
名
が
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
を
記
録
す
る
な
ど
楽
し

い
ひ
と
時
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
。

終
わ
り
に
全
員
で
お
弁
当
を
頂
い
た
。 

 

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
七
日
に

日
吉
地
区
地
域
ケ
ア
連
絡
会
が
日
吉

町
自
治
会
館
に
立
ち
上
げ
た
、
サ
ロ

ン
日
吉
「
な
か
よ
し
」
は
昨
年
七
月
に

第
四
周
年
を
迎
え
た
。
こ
れ
を
記
念

し
て
七
月
二
十
九
日
（
金
）
に
日
吉
町

公
会
堂
で
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
自

治
会
館
で
は
子
供
会
の
児
童
た
ち
が

折
り
紙
や
ぬ
り
絵
、
割
り
箸
鉄
砲
な

ど
で
遊
び
、
お
昼
に
は
皆
で
「
す
い
と

ん
」
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

梅
雨
の
晴
れ
間
の
七
月
十
二
日
、
矢

上
小
学
校
に
於
い
て
交
通
安
全
教
室

が
開
催
さ
れ
た
。
横
浜
Ｆ
・
マ
リ
ノ
ス

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
マ
リ
ノ
ス
ケ
の
登

場
に
子
供
達
も
大
喜
び
、
自
転
車
の
正

し
い
乗
り
方
や
横
断
歩
道
の
わ
た
り

方
、
車
の
陰
か
ら
の
飛
び
出
し
の
危
険

性
な
ど
を
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。 

 

編
集
後
記 

 

日
吉
駅
前
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
を
願

い
、
駅
前
の
惨
状
を
お
伝
え
し
ま
し

た
。
新
年
の
ト
ッ
プ
記
事
と
し
て
は
ふ

さ
わ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
ま
り
に

も
酷
い
状
況
で
す
、
こ
れ
を
出
来
る
だ

け
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
頂
き
、
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

編
集
委
員 

森 

茂
・
伊
藤 

鈴
太

郎
・
佐
世 

静
雄
・
高
橋 

都 

た
。
百
二
十
キ
ロ
の
米
を
つ
き
、
伸
し

餅
を
六
十
枚
、
こ
れ
は
一
枚
千
円
で
希

望
者
に
分
け
ら
れ
、
残
り
は
日
吉
神
社

の
氏
子
に
、
餡
こ
ろ
餅
・
黄
な
粉
餅
・

お
ろ
し
餅
に
し
て
無
料
で
振
舞
わ
れ

た
。
神
社
境
内
は
善
男
善
女
で
大
賑
わ

い
、
つ
き
た
て
の
餅
を
ほ
お
ば
り
至
福

の
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。 

四
周
年
を
迎
え
た 

サ
ロ
ン
日
吉
「
な
か
よ
し
」 

※
子
供
会
に
入
り
ま
し
ょ
う 

楽
し
い
こ
と
が
盛
り
だ
く
さ
ん 

詳
し
く
は
地
区
長
ま
で
！ 

矢
上
小
学
校
で 

交
通
安
全
教
室  

   会場にはマリノスケも 

 

飛び出し注意 

 

あと一打がむずかしい！ 

 

日
吉
町
自
治
会 

 
 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

 
日
吉
神
社 

招
福
餅
つ
き
祭 

 

好
天
に
恵
ま
れ
た
十
二
月
十
一
日
、

日
吉
神
社
招
福
餅
つ
き
祭
が
開
催
さ
れ 

 

    大賑わいの神社境内 


